
成東中央公民館

松尾洗心館

募集期間　８月５日㈫～17日㈰
　　　　　※11日の休館日を除く
対　象　市内在住・在勤者
※定員に達しない場合は、市外在住者も可
申・問　成東中央公民館☎(82)３６４１
※本人が直接公民館窓口で申し込み
※各自用意するものがあります。詳しくは、申

し込み時にお問い合わせください。
◆つるし飾り講座
　　　～端午の節句はつるし飾りで～

伝統ある本絹古布で端午の節句を祝う作品を
制作する初心者向けの講座です。

昔ならではの和の風情に思いを馳せませんか。
日　時　９月から平成27年１月までの第２・４

木曜日（全10回）13時30分～16時
※10回目は、９～16時
場　所　成東中央公民館
材料費　750円（毎回）
定　員　20人（先着順）
◆陶芸教室

地元陶芸家の指導を仰ぎ、オリジナルの作品
づくりを楽しみませんか。初めての方も気軽に
体験できます。
日　時　９月13日㈯　13時30分～15時30分
場　所　千葉蘭園〈和田窯〉（現地集合・解散）
参加費　2,000円（当日徴収）
定　員　20人（先着順）

◆簡単！　ニットソーイング講座
　１日で１着縫い上げる事ができる！ それが
ニットソーイングです。 自分のオリジナルな1着
を作ってみませんか。
日　時　全４回　９時30分～正午
　　　　①９月10日㈬　②10月８日㈬
　　　　③11月12日㈬　④12月10日㈬
場　所　農村環境改善センター（松尾ふれあい館）
定　員　８人（先着順）
募集期間　８月16日㈯～24日㈰　
※18日の休館日を除く
対　象　市内在住・在勤者
※定員に達しない場合は、市外在住者も可
その他　別途教材等購入していただく場合があ

ります。お申し込みの際、お問い合わせ下さい。
申・問　松尾洗心館　☎0479（86）3090
※電話申し込み（９～17時）

　
 田部京子・矢部達哉・古川展生

～ソロ・デュオ・トリオ～

ピアノ・ヴァイオリン・チェロ、それぞれの楽
器とアンサンブルの魅力が人気ソリストたちの演
奏で一度に楽しめる贅沢な企画です。

バッハの無伴奏曲をはじめ、クライスラー・メ
ンデルスゾーンの小作品からトリオまで、いろい
ろな形態の演奏と息のあった３人による軽妙な
トークもお楽しみください。
日　時　10月５日㈰
　　　　開場13時30分　開演14時
場　所　成東文化会館のぎくプラザホール
入場料　全席自由　一般　2,000円
　　　　高校生以下　1,000円
　　　　母子席親子ひざうえ券　1,500円
チケット販売開始　８月10日㈰
問　成東文化会館　☎（82）5222

のぎくサマーフェスタ
　～第15回納涼コンサート ＆　　
　　　　のぎくプラザ盆踊り大会～

今年も納涼コンサートと盆踊り大会（のぎくプ
ラザ盆踊り大会実行委員会主催）を同時開催しま
す。気軽に遊びに来てください。
演　奏　のぎくプラザ吹奏楽団、JUNK-TION
日　時　８月９日㈯
　　　　開演17時30分　終演20時10分
場　所　成東文化会館のぎくプラザ前広場（雨天
　　　　時、ホール他）
入場料　無料
その他　サイリウム配付予定（なくなり次第終了）、　　

シャボン玉マシン設置、かき氷などの屋
台や昔遊びの縁日など出店予定

問　成東文化会館　☎（82）5222

文化会館催し物

Ⓒ大窪道治 ⒸAkira Muto ⒸYuji Hori
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い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く

な
っ
た
赤
い
丸
型
郵
便
ポ
ス
ト
。
皆
さ

ん
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？ 

正
式
名
称
は
「
郵
便
差
出
箱
一
号

（
丸
型
）」
と
い
い
、
１
９
４
９
年
（
昭

和
24 

年
）
か
ら
登
場
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
木
製
ポ
ス
ト
で
は
、
火
事
の
際

の
焼
失
や
風
雨
に
よ
る
汚
損
な
ど
の
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
製
の
庇ひさしの

つ
い
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
す
。　

し
か
し
、
丸
型
ポ
ス
ト
は
投
函
口

が
一
つ
し
か
な
く
、
容
量
が
小
さ

い
、
集
荷
効
率
が
悪
い
な
ど
の
理
由
で

１
９
７
０
年
代
か
ら
角
型
に
と
っ
て
か

わ
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
な
お

現
役
の
も
の
も
多
く
残
っ
て
い
る
の
で

す
。
全
国
に
あ
る
約
18
万
基
の
ポ
ス
ト

の
う
ち
、
約
５
千
基
が
健
在
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
名
所
旧
跡
や

観
光
地
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

街
並
み
再
生
の
足
が
か
り
に

千
葉
県
内
で
は
佐
倉
市
・
成
田
市
・

香
取
市
の
旧
市
街
地
を
中
心
に
現
存
し

て
い
ま
す
。
佐
倉
市
で
は
旧
城
下
町
の

市
街
地
を
は
じ
め
市
役
所
入
口
と
市
庁

舎
内
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
入
口
な

ど
に
十
数
基
、
成
田
市
で
は
成
田
山
の

参
道
沿
い
に
、
香
取
市
佐
原
で
は
小
野

川
べ
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
風
景
と
調
和
し

て
立
っ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
群
馬
県
の

富
岡
製
糸
場
の
門
前
や
富
士
山
の
五
合

目
郵
便
局
、
そ
し
て
富
士
山
と
山
の
姉

妹
提
携
を
し
て
い
る
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ

ス
の
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
の
駅
舎
内

に
も
日
本
の
丸
型
ポ
ス
ト
が
「
出
張
」

し
て
活
躍
し
て
い
る
の
で
す
。

特
殊
な
例
と
し
て
は
、「
世
界
一
低

い
所
に
あ
る
郵
便
ポ
ス
ト
」
と
し
て
ギ

ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
和
歌

山
県
す
さ
み
町
の
丸
型
ポ
ス
ト
。
海
岸

か
ら
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
水
深
10 

メ
ー
ト
ル
の
海
中
に
あ
り
ま
す
。
１
日

平
均
約
10
通
の
特
殊
は
が
き
が
投
函
さ

れ
、
地
元
の
ダ
イ
バ
ー
が
毎
日
回
収
し

て
全
国
に
送
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。

山
武
市
内
に
は
、
１
０
３
基
あ
る
郵

便
ポ
ス
ト
の
う
ち
、
丸
型
ポ
ス
ト
は
３ 

基
。
い
ず
れ
も
旧
成
東
地
区
に
残
っ
て

い
ま
す
。
遠
目
で
も
ど
こ
か
誇
ら
し
げ

に
見
え
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
地
元
の

人
た
ち
に
大
切
に
愛
さ
れ
、
見
守
ら
れ

て
き
た
証
で
し
ょ
う
。

愛
嬌
の
あ
る
丸
形
ポ
ス
ト
で
す
が
、

Ｔ
Ｖ
の
旅
番
組
で
も
温
か
み
の
あ
る
オ

ブ
ジ
ェ
と
し
て
よ
く
見
か
け
ま
す
。
女

優
の
藤
田
弓
子
さ
ん
が
秋
田
県
角
館
市

の
武
家
屋
敷
か
ら
「
こ
の
ポ
ス
ト
は
日

本
が
世
界
に
誇
れ
る
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

で
す
ね
」
と
リ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
の
が

印
象
的
で
す
。
山
武
市
で
も
こ
の
丸
形

ポ
ス
ト
は
、
町
並
み
再
生
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●キシモト薬局前（津辺） 
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●
市
民
記
者
が
行
く

丸
型
郵
便
ポ
ス
ト
を
探
し
て

●新盛堂薬局前（成東） 

●寺崎バス停脇（寺崎）

市民記者が行く




